
社会人編入学試験と一般編入学試験の相違点 

 

 社会人編入学試験 一般編入学試験 

編入学年次 2 年次 3 年次 

選抜方法 

事前課題 
個人面接（受験者全員） 
＊ 社会人としての日々の生活の中では入学試験

準備のための勉学に十分な時間を割けないこ

とを考慮するとともに、社会人として積んで

きた貴重な経験を評価するために、社会経験

を重視したものになっています。 

第一次選考：事前課題、外国語資格・検定試験の成績 
第二次選考：個人面接（第一次選考合格者のみ） 
 

既修得単位

の扱い 

一括認定 
既修得単位の内容にかかわらず、下記の科目およ

び単位に認定します。 
 
総合教養科目、外国語科目、情報処理科目および

自由選択科目 
 

学科 認定単位合計数 

人文学科 
国際社会学科 
心理・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 

40 単位 

数理科学科 最小 33～最大 40 単位 

 
キリスト教学科目については、授業内容・時間数

により科目ごとに個別審査の上、上記単位数に含

めて認定する場合があります。 
 
入学後の履修計画の支障となる場合および教員

免許状取得の支障となる場合は、一部の科目につ

いて単位認定を行わないことがあります。 
 
 
 

以下の 3 つの方法で認定します。 
①一括認定 
既修得単位の内容にかかわらず一括で認定します。 
・総合教養科目のうち、「女性の生きる力」、「人間と自

然科学」、「人間自身を知る」、「人間の知的生産」、

「人間社会の仕組みと問題」の 5 領域 
・自由選択科目 

②科目区分別一括認定 
本学の当該科目区分の趣旨に合致する科目を個々の科

目の内容にかかわらず認定します。(ただし、本学の基準

に照らして各認定単位数に必要とされる授業時間数を

満たしていること。) 
・総合教養科目のうち「女性のウェルネス」領域 
・外国語科目 

③個別認定（授業科目別認定） 
本学の授業科目に内容が相当し、授業時間数が同じかそ

れ以上ある科目を認定します。 
キリスト教学科目、情報処理科目、自学科科目 

①、②、③あわせて 
学科 認定単位合計数 

国際英語学科 最小 43～ 

最大 62 単位 

人文学科 
国際社会学科 
心理・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 

最小 41～ 

数理科学科 最小 33～ 

 
入学後の履修計画の支障となる場合および教員免許状取得

の支障となる場合は、一部の科目について単位認定を行わ

ないことがあります。 

入学後に 
修得する 
単位数 

卒業に必要な最低単位数 130 単位のうち、入学後

に原則として下記の単位数を修得します。 

人文学科 
国際社会学科 
心理・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 

90 単位 

数理科学科 最小 90～最大 97 単位 
 

卒業に必要な最低単位数 130 単位のうち、入学後に以下の

単位数を修得します。 
国際英語学科 

最小 68～ 

最大 87 単位 

人文学科 
国際社会学科 
心理・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 

最大 89 単位 

数理科学科 最大 97 単位 
 

修業年限 3 年 2 年 

在学年限 6 年 4 年 

東 京 女 子 大 学 


